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現在の金塚浄水場

毛呂山町の水道事業は昭和38年に創設され、昭和40年に給水を開
始してから今年で60周年を迎えました。自己水源を毛呂川・大谷
木川・浅井戸に求め、平成３年から埼玉県水道用水供給事業により
県水を受水するなどして、安定した水道水の供給に努め、以来、毎
日の暮らしや産業に欠かせない水道水を送り続けています。

毛呂山町が給水開始 を迎えました！60周年

昭和38年	 広域簡易水道事業創設認可
昭和40年	 給水開始／毛呂本郷地区など
昭和43年	 第１期拡張事業　（計画給水人口13,100人）
昭和45年～47年	 第２期拡張事業　（計画給水人口30,000人）
昭和51年～53年	 第３期拡張事業　（計画給水人口33,000人）
昭和55年	 鎌北簡易水道事業創設

昭和60年～63年	 第４期拡張事業　（計画給水人口36,100人）
平成元年～	 第５期拡張事業　（計画給水人口43,200人）
平成22年	 第５期拡張事業一次変更（鎌北簡易水道

事業の統合）　（計画給水人口39,200人）
平成23年	 紫外線処理施設完成（苦林浄水場内）
令和７年	 給水開始60周年（毛呂山町合併70周年）

＜安全で安定的な水道事業を持続するために＞

＜年間総配水量・年間有収水量・給水人口の推移＞

＜水道事業の歴史＞

近年では水道事業を取り巻く社会環境は、人口減少や節水
機器の普及などによる水道料金収入の減少、水道施設の老
朽化に伴う更新需要の増大など、厳しさを増しています。

年間総配水量：浄水場や配水場から各家庭などに送り出し
　　　　　　　た一年間の水量
年間有収水量：料金として収入があった水量

　全国的な問題として、暮らしを支えるインフラ（社会基盤）の老朽化による大規模な事故が相次いでいます。　
毛呂山町においても水道管の総延長202kmのうち、約24％にあたる約49kmが法定耐用年数とされる40年を超過
しています。特に衝撃に弱い石綿セメント管が約16km残っていることから、耐震強度の高いダクタイル鋳

ちゅう
鉄
てつ
管
かん
へ

の取り替えを優先して老朽管の更新を計画的に進めています。

　毛呂山町では、配水量に対する有収水量の割合を表した有収率が92.2％（令和６年度）であり、漏水などによ
る無収水量を減らし、より効率的な事業経営を目指す必要があります。
　今後も、安全で安定的な水の供給ができるよう施設の維持管理に努めてまいりますので、水道事業に対してご理
解、ご協力をお願いいたします。� 問合せ：役場水道課　☎295-2112　 160

▶▶▶
ダクタイル鋳鉄管

石綿セメント管
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RReuse

RRefuse

町では、３R（リデュース・リユース・リサイクル）に「Refuse（リフューズ）」を加え、４R活動を推進して
います。国で定めた10月の３R 推進月間にならい、10月を４R 推進月間とします。
一人ひとりがごみになるものをもらわないようにしたり、なるべくごみを出さないようにして、ごみの減量化
やリサイクルにご協力をお願いします。

RReduceリデュースリフューズ

リユース RRecycleリサイクル

ごみになるものを断る

◦マイバッグを持ち歩き、レジ袋（過剰包装など）は断り
ましょう
◦マイボトルやマイ箸を活用しましょう
◦不要なおまけ（割り箸やストロー、本のカバーなど）は
断りましょう
◦詰め替え用商品を利用し、ごみを減量しましょう

10月は ４Ｒ 推進月間です10月は ４Ｒ 推進月間です

◦長く使える丈夫で愛着の持てるものを購入しましょう
◦料理は作り過ぎたり、注文し過ぎたりせず、食べ残さな
いようにしましょう

◦レンタル用品を活用しましょう
◦生ごみは処理容器や電気式処理機を使って減量化・堆

たい
肥
ひ

化に努めましょう

捨てずに再利用し繰り返し使う

◦リターナブルびん（牛乳・ビール・お酒など）のものを
選びましょう
◦使い捨てのものは買わないようにしましょう
◦壊れても修理して、長く大切に使いましょう
◦フリーマーケットやリサイクルショップを活用しましょう

資源に戻して再利用する

ごみを減らす、出さない

◦分別ルールを守ってごみを出し、効率よくリサイクルで
きるように協力しましょう

◦再生材を使ったリサイクル製品を選んで購入するように
しましょう

◦不要になった携帯電話などの小型家電の回収に協力しましょう

問合せ：役場生活環境課環境係☎295-2112 171・172

山並み連携ゼロカーボンシティ協議会 山で林業体験をしよう！

会場 開催日 集合場所 応募期限 応募先

毛呂山町 10月18日（土） もろびとの館
毛呂山町滝ノ入904ｰ2

10月10日（金） 毛呂山町役場 生活環境課 環境係
☎049ｰ295ｰ2112 172

越生町 11月22日（土） 越生中学校駐車場
越生町成瀬618

11月14日（金） 越生町役場 まちづくり整備課
☎049ｰ292ｰ3121 157

ときがわ町 11月30日（日） 建具会館
ときがわ町西平709ｰ3

11月21日（金） ときがわ町役場 農林環境課 環境担当
☎0493-65-0814（直通）　

東秩父村 11月30日（日） 高齢者生きがいセンター
東秩父村大字安戸432ｰ1

11月21日（金） 東秩父村役場 保健衛生課 環境衛生担当
☎0493ｰ82ｰ1777（直通）

▶募集人数　各30人まで　　▶料金　無料
▶対象者　毛呂山町、越生町、ときがわ町、東秩父村に在住の小学生以上の人
※申込みの際に、参加人数、参加される人の氏名・住所・生年月日と代表者の連絡先をお伝えください。

午前９時～　各会場の集合場所に集合、オリエンテーション、ノコギリの使い方の練習
午前10時～　木こり体験（ノコギリを使った間伐作業）
午前11時～　間伐した木を使ってクラフト
午後０時15分　木こり体験終了・解散� ※内容が変更となる場合があります。

木こり体験木こり体験 参加者募集！

スケジュール

3 ２０２５．１０



～税金の納め忘れはありませんか～

皆さんが納める税金は、防災・福祉・教育など、私たちの暮らしに欠かせない事業に使われています。税金は納期限
内に納めていただくことが原則です。納め忘れの場合でも納期限内に納付しないで滞納すると、法律に基づき差押え
という滞納処分を受けることがあります。� 問合せ　役場税務課納税係　ｔ295−2112 内線194・195

病気や失業など、やむを得ない事情により納付が困難な場合は、放置せず、早めにご相談くだ
さい。町では、通常業務時間内に来庁できない人のために、毎月第一土曜日の午前８時30分
から正午まで相談窓口を開設していますので、前日までに電話連絡の上、ご利用ください。

税が困難な場合は放置せずに早めにご相談を納

納処分を実施しています滞
町では、町税や国民健康保険税を滞納している人に、督促や催告書を送付したり、電話催告を行ったりして納税をお
願いしています。しかし、それでも納税されない場合には、納期限内に納めている人との公平性を確保するため、差
押えなどの滞納処分を実施しています。

▶ ▶ ▶納期限までに納付が
ない場合に発送

督促
売却が必要な差押え
財産は公売等により
滞納分の税金に充当

換価
官公庁・金融機関・
勤務先などに財産調
査を実施

財産調査
財産調査で判明した
財産を差押え

差押え
滞納処分の流れ

区　分 預金 給与・年金 生命保険 不動産 動産 その他 公売および換価

滞納処分件数（Ｒ６） 395件 22件 20件 １件 ２件 21件 30,179,049円

税金の納期限内の納付に
ご協力をお願いします

税金の納期限内の納付に
ご協力をお願いします

納
口座振替は、決められた日に自動的に税金が引き落とされるため、納め忘れがありません。申込み手続きは通帳、届
出印、納税通知書をお持ちの上、町内金融機関や役場の窓口にある申込書に記入し、希望する口座振替取扱金融機関
に提出してください。
納付書払いは、役場、コンビニで支払えるほか、納付書の二次元コードを読み取り「地方税お
支払サイト」を利用したクレジットカード払い、スマホ決済アプリが可能です。曜日や時間に
関係なく納付できますので、ぜひご活用ください。

トップ！滞納　～10月から12月は滞納整理強化期間です～ス
埼玉県と県内全市町村が協力し、滞納整理を集中的に行います。

地方税お支払サイト

税は便利な口座振替やコンビニ納付・スマホ決済アプリ・クレジット納付で

4２０２５．１０





フードドライブキャンペーンにより寄付いただき集ま
った食料品を、生活に困窮している人を対象に毛呂山
町社会福祉協議会で配布します。配布数には限りがあ
ります。なお、10月31日（金）まで、引き続き食料
品の寄付を受け付けております。

▼日時　10月１日（水）から無くなり次第終了

▼問合せ　毛呂山町社会福祉協議会　ｔ295−0601

食料品の配布を行います

6２０２５．１０

滝ノ入地区のボランティアの皆さんが、丹精込めて育
てたバラが見ごろを迎えます。苗などの販売は行いま
せん。

▼日時　10月25日（土）～31日（金）
　　　　午前９時～午後３時

▼場所　滝ノ入ローズガーデン（滝ノ入910）
※ペット入場不可（盲導犬可）。

▼料金　無料

▼問合せ　滝ノ入ローズガーデンｔ070−4161−9465

滝ノ入ローズガーデン
『秋のバラまつり』

明るく住みよいまちづくりのために、積極的な実践活
動を続けている個人・団体へ「ほのぼの賞」を贈呈し、
その活動と功績を顕

けん
彰
しょう
します。

▼対象　活動内容および活動期間それぞれに該当する
町内在住の人または団体

▼活動内容　町内の活動でいずれかに該当すること
　あいさつ運動、小さな親切運動、郷土を知る運動、
青少年の健全育成に努めている、地域の健康や体力
づくりに努めている、スポーツ等を地域に普及させ
ており活動および競技などが他の模範となっている、
　自然・史跡など文化遺産の保全等に努めている、街
路・公園など身近な環境の保全・整備活動などを積
極的に行っている、交通事故や犯罪の防止、防災な
どの普及に努めている

▼活動期間　次のいずれかに該当する期間
　①常時活動　年６回以上行い、３年以上継続している。
　②定期活動　年１～２回程度行い、６年以上継続し
ている。※令和７年４月１日が基準日です。

▼申込み　毛呂山町コミュニティ協議会事務局（役場
総務課）で配布する要領を確認の上、11月７日（金）
までに専用の推薦書を提出してください。

▼問合せ　毛呂山町コミュニティ協議会事務局（役場
３階総務課内）ｔ295−2112 313

『ほのぼの賞』の推薦を
募集します

第20回東公民館ふれあい
文化祭を開催します！

東公民館登録サークルの皆さんが発表される場です。
各サークルの皆さんの日ごろの成果を、ぜひご覧くだ
さい。模擬店もありますので、ご家族そろって、お越
しください。

▼日時　10月18日（土）　午前９時30分～午後４時
	 19日（日）　午前９時30分～午後３時

▼内容　
　体験教室　18日／手話・自

じ
彊
きょう
術
じゅつ
・３Ｂ体操・シル

バーアクセサリー　19日／社交ダンス
　舞台発表　カラオケ、フラダンス、太極拳、ウクレレ
演奏、サックス演奏、バンド演奏、吹奏楽、大正琴演奏

　作品展示　絵画、水墨画、平和運動に関する展示など
　作品販売　陶芸、ステンドグラス、シルバーアクセサリー
　模擬店　ポップコーン、飲み物など
　特別出店　おにぎり、赤飯、パン、
　クッキー、飲み物ほか
※舞台発表のスケジュールなどの詳しい情報や、変更
された最新の情報は町ホームページをご覧ください。

▼問合せ　東公民館ｔ295−2277



山根荘開荘時間　午前９時～午後４時　休荘日　土日祝日
趣味の会予定　午前10時30分～午後２時30分または正午まで

カラオケ同好会 	17日	 押し花の会 	10日	17日	
ＰＣクラブ 	17日 太極拳 	17日
民踊同好会 	10日	14日 手芸の会 	12日	26日
桜扇の会 	10日 吟友会 	 12日	19日

ダンスサークル 	 ７日 三味線民謡の会 	 ６日	20日
ゆずカラオケ 	28日

囲碁の会
将棋の会

	５日	７日
	12日	14日
	19日	 21日
	26日	 28日

年金カラオケ 	14日
いっぷくの会（お茶）	14日
身体障害者福祉会 	 ７日	19日 文化祭※ 	21日	（見学可）
※主催：民踊同好会・カラオケ同好会・ダンスサークル・吟友会

イベント予定　

健康麻雀
（要予約）

	６日	20日
	27日	

パークゴルフ 	10日	
マレットゴルフ 	14日	28日

健康体操 	12日	 ペタンク 	17日	
※行事日程などは、都合により変更する場合があります。
※趣味の会に入会を希望する人はご連絡ください。

▼問合せ　老人福祉センター山根荘☎294−5545

山根荘11月の予定を
お知らせします

埼玉医科大学短期大学の公開授業に参加し、看護学生
と一緒に学んでみませんか？　在学生とともに講義・
演習に参加し看護について学びます。

▼日時・内容　HPの授業一覧をご確認ください

▼場所　埼玉医科大学短期大学　　

▼料金　無料　　

▼対象　健康的な生活に興味・関心がある人

▼申込み　電話またはHPからお申し込みください。

▼問合せ　埼玉医科大学短期大学　ｔ276−1509

学び直しをしませんか？
授業公開のご案内

ウィズもろやま10・11月の催し物

7 ２０２５．１０

ウィズもろやまのホールで歌おう
「遠くへ行きたい」を題材に自分の声質を知って、ボ
イストレーニングを始めてみましょう。歌う喜びを感
じたり、顔のリフトアップにもおすすめです。

▼日時　10月17日（金）午前10時～11時

グランドピアノを弾いてみよう
ホールのステージで、グランドピアノの演奏を自由に
楽しみます。

▼日時　10月18日（土）午前９時～午後５時

ウィンドチャイムをつくろう
木製の台に着色や飾り付けをし、風で優しい音色を奏
でるウィンドチャイムを作ります。

▼日時　11月３日（月）　流鏑馬の開催時間内

ヨガ～歪みは自分で整える・もう歪まないカラダへ～
気になる歪みは自分でしか治せません。歪みの状態や
原因を知り、骨格を整えながら、もう歪まないカラダ
使いを手に入れましょう。

▼日時　10月１日（水）、６日（月）、８日（水）、
　20日（月）、22日（水）、27日（月）、29日（水）、
　各日午前10時～正午

毛呂山・越生・鳩山公共
下水道組合職員募集

▼募集職種　①一般事務職　②技術職（電気・機械）

▼採用予定　令和８年４月１日　 ▼募集人数　若干名

▼ 応募資格　昭和56年４月２日から平成５年４月１
日までに生まれた人で下記に該当する人。

　①令和７年８月末現在、民間企業等で５年以上職務
経験があり、将来的に組合行政の運営をけん引する
意欲のある人（学歴不問）

　②令和７年８月末現在、民間企業等で建築物等の電
気設備および機械設備の企画・設備・施工管理・保
守管理等で５年以上職務経験がある人（学歴不問）

▼試験期日　11月16日（日）

▼申込期間　10月10日（金）まで

▼問合せ　毛呂山・越生・鳩山公共下水
道組合 総務課 総務担当ｔ294－9333
※詳しくは組合ホームページをご覧ください。

下水道組合ＨＰ

【共通事項】

▼場所　ウィズもろやま

▼詳細　料金・持ち物・申込み期限など
　詳細はホームページをご確認ください。

▼申込み・問合せ　ウィズもろやま☎295−3111
ホームページ



秋の獅子舞奉納

毛呂山町では毎年10月に、町内の４地区で、五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

や人々の暮らしの安全を祈願して、獅子舞が奉納さ
れます。地区ごとに継

けい
承
しょう

されている伝統行事をご覧く
ださい。

▼日時　滝ノ入：10月12日（日）午前９時30分頃
　葛貫：10月12日（日）午前10時頃
　大類：10月12日（日）午後２時頃
　川角：10月19日（日）午前10時30分頃

▼場所　滝ノ入：住吉神社（滝ノ入904）
　葛貫：住吉四所神社（葛貫735−1）
　大類：十社神社（大類29）
　川角：川角八幡神社（川角1233）

▼問合せ　滝ノ入：☎ 295−2460 岡野
　葛貫：☎ 295−5557 村田
　大類：☎ 295−6549 小林
　川角：☎ 294−0146 岡野

秋の流鏑馬

▼日時
　11月３日（月・祝）
　【朝的】午前９時～９時30分頃
　【夕的】午後１時30分～６時頃
　やぶさめ横丁を同時開催！
　また、11月２日にはやぶさめ
　宵の市も開催します！！

▼場所　出雲伊波比神社（岩井西5−17−1）

▼問合せ　毛呂山町観光協会☎250−8143

8２０２５．１０

都市計画に関する公聴会
を開催します

〇都市計画の変更の構想（原案）の閲覧　

▼期間　10月３日（金）～17日（金）
※土・日・祝日を除く午前８時30分から午後５時15分。

▼場所　埼玉県下水道局下水道事業課（〒330－0063
さいたま市浦和区高砂3－13－3）、毛呂山・越生・鳩
山公共下水道組合（〒350－0436　毛呂山町川角
1510）、毛呂山町役場まちづくり整備課（〒350－
0493　毛呂山町中央2－1）

〇公述（公聴会で意見を述べること）の申し出

▼対象　毛呂山町、越生町および鳩山町に住所を有す
る個人および法人

▼提出方法　10月17日（金）午後５時15分までに閲
覧場所にある公述申出書に必要事項を記入の上、持
参または郵送（必着）にて提出してください。

※公述希望者が多い場合は、公述人を選定することが
あります。公述人一人あたりの公述時間は、おおむね
10分以内となります。申し出がない場合は、公聴会
は中止となります。
※傍聴を希望する人は、10月３日（金）以降にお問
い合わせください。

▼問合せ　埼玉県下水道局下水道事業課ｔ048−830−5458
　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合ｔ294−9333

埼玉県が決定する次の都市計画の変更案を作成するに
あたり、住民の皆さんからご意見をいただくため、公
聴会を開催します。

▼日時　10月24日（金）　午後２時から

▼場所　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合第１会議室

▼内容　毛呂山・越生都市計画下水道の変更



手話が身近な言語になるよう、日常生活で使える簡単な手話を紹介します。皆さんも手話で話してみませんか？

※このコーナーは手話サークル「手の絆」の協力により
作成しています。▼問合せ　役場福祉課障害福祉係　☎295−2112 113・114・115・116

ベ節季 ン・ トイ の手話みんなで手話を覚えよう

■読書

両手の手のひらを合わせて
左右に開く（本を開く様子）

→

左手の上で右手の人差指と
中指を上下させる（本の文
字を追う様子）

■運動会

→

両手とも親指を立て
交互に前後させる

両手のひらを下に向けて
斜めにし指先を付け同時
に斜め下に下げる

9 ２０２５．１０

※かかりつけのみ

▼問合せ　保健センターｔ294−5511

指定医療機関 電話番号 コロナ インフル

ゆずの木台クリニック ｔ295−5158 ○ ○

長瀬クリニック ｔ295−0708 ※ ○

初野医院 ｔ294−7713 ○ ○

街かどのクリニック ｔ298−5357 ※ ○
ハピネス会
川角クリニック　

ｔ295−3959 ○ ○

HAPPINESS館クリニック ｔ276−1832 ○ ○
おっぺ小児科・アレルギー
科クリニック ｔ295−5550 ○ ○

丸木記念福祉メディカル
センター ｔ276−1496 ※ ※

ふたばクリニック ☎227−3266 ○ ○

毛呂山整形外科内科 ｔ294−8860 × ○

市川医院 ｔ292−3011 ※ ○
越生メディカル
クリニック ｔ277−1119 ○ ○

かあいファミリー
クリニック ｔ299−6222 ○ ○

▼実施期間　10月１日（水）～令和８年１月31日（土）
※医療機関によって異なる場合があります。詳しくは
各医療機関にお問い合わせください。

▼対象者　毛呂山町に住民登録があり、次のいずれか
に該当する人（年齢は接種日現在）
　①65歳以上の人
　②60歳以上65歳未満で心臓・腎

じん
臓
ぞう

・呼吸器の機能
に重度の障害がある人（身体障害者１級程度・事前
に保健センターにご相談ください。）

▼自己負担額（昨年度と異なりますので、ご注意ください。）
　新型コロナウイルスワクチン　11,300円
　インフルエンザ　1,400円
※自己負担額を直接、医療機関へお支払いください。
※対象者のうち生活保護世帯の人は無料になります。
医療機関へ生活保護受給者証を持参してください。
※助成は実施期間内に接種したもののみとなります。

▼接種回数　１回／年度

▼接種方法　接種する前に直接、指定医療機関に予約
してください。予約後、医療機関で予診票を受け取
り、予防接種の効果や副反応、接種時の注意事項を
理解してから予診票に記入して接種を受けてくださ
い。疾病などの理由により、指定医療機関以外の主
治医で接種を希望する場合は、接種前に保健センタ
ーで予診票を申請してください。

高齢者インフルエンザ・高齢者新型コロナウイルス感染症
の予防接種について



埼玉県最低賃金が
改正されます

令和７年11月１日から埼玉県最低賃金は時間額1,141
円（引き上げ額63円）となります。
埼玉県最低賃金は、賃金の最低限度を定めるもので、
年齢や雇用形態に関係なく、パートや学生アルバイト
を含め、県内の事業場で働く全ての労働者に適用され
ます。働く人も、雇う人も、賃金額が１時間当たり
1,141円以上かどうか必ず確認しましょう。

▼問合せ　埼玉労働局労働基準部賃金室
　ｔ048−600−6205

鎌倉街道上道 ミニシン
ポジウムを開催します

毛呂山町の「鎌倉街道 上
かみつ
道
みち
」が令和４年11月10日

に国史跡に指定されたことを記念して、活用について
考えるシンポジウムを開催します。

▼日時　11月22日（土）　午後１時30分～４時

▼場所　東公民館　学習ホールめじろ

▼定員　100人（先着順）　　 ▼料金　無料

▼申込み・問合せ　歴史民俗資料館に電話またはメー
ルでお申し込みください。
　ｔ295－8282 rekisi@town.moroyama.lg.jp

毎年10月は食品ロス削減月間です
もったいない！　食べられるのに捨てられてしまう食品ロスを減らそう

令和元年10月１日に「食品ロスの削減の推進に関する
法律」が施行され、毎年10月を「食品ロス削減月間」、
10月30日を「食品ロス削減の日」と定められました。
日本全体では、年間で全世界における食料援助量の約
1.3倍に相当する約464万トンもの食品ロス（令和５年
度推計）が発生しています。国民一人あたりに換算する
と、お茶碗約１杯分のまだ食べることのできる食品が毎
日廃棄されている計算となります。食品ロスを減らすた
め、町民一人ひとりができることを実践しましょう。

▼食品ロスとは･･･
食品ロスとは、食べられるのに捨てられてしまう食
品のことです。家庭から出る食品ロスの主なものは
次のとおりです。
・「買いすぎ」…調理に使い切れずに捨てられたもの
・「期限切れ」…賞味期限や消費期限が切れて捨てら
れたもの

・「過剰除去」…調理のときに食べられる部分が捨て
られたもの
・「食べ残し」…食べきれずに捨てられたもの
食品ロスを減らすために一人ひとりができること
●買い物の前に食材をチェック
買い物前に冷蔵庫の中を確認し、食材を買いすぎな
いようにする。

●適切に保存する
食べ切れなかった食品は冷凍するなど食品が傷まな
いように保存する。

●食材を上手に使いきる
残っている食材から使う。作りすぎて残った料理は
リメイクレシピなどで工夫する。

●食べきれる量を作る
体調や健康、家族の予定も配慮する。

▼問合せ　役場生活環境課環境係ｔ295−2112 172

10２０２５．１０



浄
じょう

化
か

槽
そう

をお使いの人は、保守点検・清掃とは別に、
年１回「法定検査｣ の受検が義務付けられています。
浄化槽を安心して使い、地域の水環境を良好に保つた
め、年に１回必ず法定検査を受けるようにしましょう。
・浄化槽は微生物の働きで汚水を浄化し、きれいな上

澄みを消毒して流しています。
・保守点検や清掃がきちんと行われないと浄化槽は機

能を発揮できません。
・法定検査は浄化槽の放流水をチェックし、浄化槽の

維持管理が適切に行われているかをチェックする重
要な検査です。

・保守点検は保守点検業者に、清掃は清掃業者に、法
定検査は県が指定した検査機関に依頼してください。

※法定検査には、設置された浄化槽が適正に施工され、
機能しているかを確認する検査（７条検査・設置後１
回のみ実施）と、浄化槽からの放流水などをチェックし
て、浄化槽が十分に浄化機能を発揮しているかを確認
する検査（11条検査･毎年実施）の２種類があります。

▼毛呂山町浄化槽清掃許可業者　㈲安川商事、㈲新東、
毛呂山清掃㈱、㈲太盛、㈲正和清掃社

▼埼玉県指定検査機関　（一社）埼玉県環境検査研究協会

▼問合せ　役場生活環境課環境係ｔ295−2112 172

10月１日は
浄化槽の日です

滝ノ入地区の桂木寺に伝わる埼玉県指定文化財「木造
伝釈迦如来坐像」を公開します。

▼日時　10月25日（土）　～11月24日（月）

▼場所　歴史民俗資料館常設展示室

▼料金　無料

▼問合せ　歴史民俗資料館　ｔ295－8282

埼玉県教育委員会では、小・中学校等で一緒に働いて
いただける人を広く募集しています。教員免許は所有
しているがこれまで学校での勤務経験がない人、未来
ある子どもたちと一緒に学んでいただける人、まずは
説明を聞きに来ませんか。

▼日時　12月６日（土）　午前９時30分～正午
　　　　（受付午前９時開始）

▼場所　ウェスタ川越４階　大会議室

▼申込み　12月５日（金）までにお申し込みください。

▼問合せ　西部教育事務所　総務・人事・学事担当
　ｔ049－242－1802

ペーパーティーチャーセ
ミナーの実施について

指定文化財秋季特別公開

▼日時　10月19日（日）　午前10時～午後４時　　 ▼場所　中央公民館

▼内容　ハロウィンに関する調理や工作レクリエーションなど

▼対象　町内在住の小学生　　 ▼定員　20人　※申込者多数の場合は抽選です。　 ▼料金　1,000円

▼持ち物　参加費、水筒、上履き等　別途詳細通知を発送します。

▼申込み　10月９日（木）までに、はがきに、①郵便番号・住所、②氏名（ふりがな）、③性別、④生年月日、
　⑤電話番号、⑥学校名、⑦学年、⑧保護者氏名を明記して、教育委員会生涯学習課（〒350−0493　毛呂山町中

央２丁目１番地）に郵送、または持参してください。また10月９日までの期間でLINEでの申込みもできます。
※申込者には、10月16日以降、抽選結果と詳細を郵送で連絡します。また兄弟や友達同士で応募した場合でも、
抽選の結果により一緒に参加できないこともありますので、あらかじめご了承の上応募してください。
※お手伝いをしてくれるお兄さん・お姉さん（中学生から30歳くらいまで）を募集します。興味のある人は 
LINEからお申し込みください。相談員より連絡します。

▼問合せ　教育委員会生涯学習課学習支援係　ｔ295−2112 522・523

青少年相談員
『もろっこハロウィンパーティー』参加者募集！

11 ２０２５．１０



協定の締結式が行われました
６月26日、町はいるま野農業協同組合（埼玉県川越
市）、東洋ライス株式会社（東京都中央区）と包括連
携協定を締結しました。今秋、町内に住民登録のある
妊婦さんを対象に、JAいるま野管内産の「彩のきずな」
を使用した金芽米（無洗米）５kgを配布します。対
象の人へ、個別通知を予定しています。

妊婦さんに、お米を配布します

今年もみんなでずぶ濡れ！

７月27日、大類グラウンドで、毛呂山町子ども会育
成会連絡協議会の主催による「水かけ祭り」が開催さ
れました。子どもから大人までずぶ濡れになりながら、
真夏の暑さを吹き飛ばしました。

毛
も
呂
ろ
子
こ
連
れん
フェス「水かけ祭り」が開催されました

川角中学校に配膳台を寄贈していただきました
７月23日、株式会社福島食品様から川角中学校に配
膳台４台を寄贈していただいたことによる「目録贈呈
式」が行われました。併せて、このご厚意に対し、町
から福島食品様へ感謝状を贈呈しました。配膳台は、
地域の学生たちへの環境支援として寄贈されたもの
で、川角中学校において有効に活用されています。

ご寄附ありがとうございます

８月19日、中央公民館で「キッズチャレンジ・料理（パ
ン作り）体験」が開かれました。女子栄養大学の遠藤
先生を講師として招き、子どもたちが保護者と一緒に
パン作りに挑戦。焼きあがったパンを頬張ると、参加
者の顔もほころび、会場は大盛り上がりでした。

パン頬張る、顔ほころぶ
キッズチャレンジ事業「料理（パン作り）体験」

９月７日、ウィズもろやまで「芸能音楽祭2025」が
開催されました。カラオケ、舞踊、よさこいなど様々
なジャンルの演目が披露され、延べ1000人もの観客
を魅了しました。

スポットライトを浴びて
日頃の活動の成果を舞台で発表しました

12２０２５．１０
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ウォーキング
事業について▶▶▶

賞品応募
について▶▶▶

見本



役場の開庁日時
平日　午前８時３０分～午後５時１５分
毎月第１土曜日　午前８時３０分～
　正午（一部窓口のみ）
10月・11月の土曜開庁
　10月４日（土）・11月１日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　ｔ電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 31,747人　	（−２９人）
男 	 15,815人　	（−２３人）
女 	 15,932人　	（−６人）
世帯	 16,409世帯	（−３世帯）
※令和７年９月１日現在（前月１日比）

− − − −
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者
の
申
請

の
場
合
は
法
定
代
理
人
）

　
本
人
確
認
書
類
、
法
定
代
理

人
の
場
合
は
法
定
代
理
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

問　
役
場
住
民
課
戸
籍
住
民
係

　
　
ｔ

１
３
１
・
１
３
２

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

株
式
会
社
ア
サ
ク
ラ
様
か
ら
、
ま

た
令
和
７
年
７
月
18
日
に
は
株
式

会
社
ノ
ー
ト
様
か
ら
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税（
地
方
創
生
応
援
税
制
）

を
利
用
し
、「
結
婚
や
出
産
な
ど

若
い
世
代
の
希
望
を
か
な
え
ら
れ

る
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
へ
の
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問　
役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
係
ｔ

１
０
４

こ
ど
も
の
居
場
所
フ
ェ
ア

埼
玉

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優

生
手
術
等
を
受
け
た
方
へ

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手

術
等
や
人
工
妊
娠
中
絶
等
を
受
け

た
方
に
対
し
て
、
補
償
金
等
が
支

払
わ
れ
ま
す
。
対
象
者
や
申
請
の

方
法
な
ど
の
詳
細
は
埼
玉
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
相

談
窓
口
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
埼
玉
県
旧
優
生
保
護
法

補
償
金
等
受
付
・
相
談
窓
口

　
ｔ
０
４
８

−

８
３
１

−

２
７
７
７

　
ｆ
０
４
８

−

８
３
０

−

４
８
０
４

学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

令
和
８
年
度
入
所
説
明
会

10
月
１
日
開
始
!!　
小
学

生
の
朝
の
居
場
所
づ
く
り

学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
入
所

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

㊐　
１０
月
24
日
金
午
後
７
時
か
ら

場　
東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ
ー
ル

※
保
育
室
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申　
不
要

問　
役
場
子
ど
も
課
保
育
係

　
　

ｔ

１
４
１
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講
習
・
イ
ベ
ン
ト

『
第
70
回
毛
呂
山
町
二
十

歳
の
つ
ど
い
』
開
催

㊐　
令
和
８
年
１
月
１１
日
日　

　
　
午
後
１
時
３０
分
か
ら

（
午
後
０
時
３０
分
か
ら
受
付
開
始
）

場　
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

対　
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
対
象
者
に
は
１１
月
中
旬
に
案
内

状
を
送
付
し
ま
す
。

問　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係

　
ｔ

５
２
２
・
５
２
３

こ
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
学
ん

で
体
験
で
き
る
「
こ
ど
も
の
居
場

所
フ
ェ
ア
埼
玉
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。テ
レ
ビ
埼
玉「
い
ま
ド
キ
ッ
！

さ
い
た
ま
」
の
公
開
収
録
、
ポ
ケ

モ
ン
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
、
こ
ど
も
食

堂
体
験
な
ど
楽
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ

が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

㊐　
１０
月
１１
日
土　
午
前
１１
時
～

午
後
４
時

場　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

料　
無
料

問　
埼
玉
県
こ
ど
も
の
居
場
所
フ

ェ
ア
運
営
事
務
局

　

ｔ
０
３

−

６
２
３
１

−

１
７
８
８

こ
ど
も
の
居
場
所
フ
ェ
ア

埼
玉

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
を
追
悼
し
、
恒
久
の
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、
令
和
７
年

度
毛
呂
山
町
戦
没
者
追
悼
式
を
開

毛
呂
山
町
戦
没
者
追
悼
式

の
お
知
ら
せ

催
し
ま
す
。
参
列
さ
れ
る
方
に
は

献
花
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

戦
没
者
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
関
係

者
お
よ
び
一
般
の
方
々
の
多
数
の

ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

㊐　
１０
月
２９
日
水　

　
　
午
前
１０
時
か
ら

場　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
山
根
荘

申　
１０
月
１５
日
水
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）。

問　
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
ｔ

１
１
１

10
月
１
日
開
始
!!　
小
学

生
の
朝
の
居
場
所
づ
く
り

１０
月
１
日
か
ら
、
埼
玉
県
と
連
携

し
た
モ
デ
ル
事
業
「
朝
の
こ
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
朝
早
く
自

宅
を
出
る
家
庭
の
た
め
に
、
小
学

校
の
登
校
開
始
前
に
お
子
さ
ん
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
を
提
供

す
る
事
業
で
す
。

㊐　
月
曜
～
金
曜
（
学
校
が
あ
る

平
日
）
の
午
前
７
時
～
８
時

場　
各
学
童
保
育
所

料　
２
５
０
円
（
１
人
１
回
）

申　
学
童
保
育
所
の
利
用
者
以
外

は
、
事
前
に
登
録

が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
毛
呂
山
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
子
ど
も
課
保
育
係

　
　

ｔ

１
４
１

県
や
市
町
村
の
各
種
統
計
、
行
政

機
関
一
覧
、
鉄
道
マ
ッ
プ
、
生
活

情
報
な
ど
埼
玉
に
関
す
る
便
利
な

情
報
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
る
県

民
手
帳
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、

県
民
手
帳
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人
に
抽
選

で
県
産
品
グ
ル
メ
詰
め
合
わ
せ
セ

ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

㊐　
１０
月
１５
日
水
～
令
和
８
年
２

月
27
日
金
（
売
切
れ
次
第
、
販

売
終
了
）

場　
役
場
３
階
企
画
財
政
課

規
格
／
14
×
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

種
類
／
ネ
イ
ビ
ー
・
ミ
ル
ク
テ
ィ

ー
ベ
ー
ジ
ュ
・
コ
バ
ト
ン
ラ
ベ

２
０
２
６
年
版
県
民
手
帳

を
販
売
し
ま
す

出い
ず
も雲

伊い

波わ

比い

神
社
本
殿

特
別
公
開

埼
玉
県
内
最
古
の
神
社
建
築
・
出

雲
伊
波
比
神
社
本
殿
を
文
化
財
保

護
強
調
週
間
に
合
わ
せ
て
公
開
し

ま
す
。

㊐　
１１
月
８
日
土

　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
出
雲
伊
波
比
神
社
本
殿

料　
無
料

申　
不
要

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す

㊐　
１１
月
９
日
日

　
　
午
前
１０
時
～
午
後
２
時

場　
光
山
学
童
保
育
所

　
リ
サ
イ
ク
ル
販
売
、模
擬
店
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問　
光
山
学
童
保
育
所

　
　

ｔ
２
９
５

−

５
０
８
４

ン
ダ
ー
（
月
間
予
定
表
部
分
升

目
式
）

料　
７
７
０
円
（
税
込
み
）

問　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
　

ｔ

３
２
２
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埼
玉
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
募
集

　
講
習
・
イ
ベ
ン
ト

『
第
22
回
入
間
郡
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
開
催

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
い
わ

れ
、
人
権
尊
重
意
識
の
高
ま
り
は

世
界
的
な
潮
流
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
だ
れ
も

が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
人

権
問
題
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め

る
た
め「
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

㊐　
11
月
17
日
月　

　
　
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
越
生
町
中
央
公
民
館

ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
、
軟
ら
か

い
ア
ル
ミ
ワ
イ
ヤ
ー
（
針
金
）
を

「
切
る
」「
曲
げ
る
」「
留
め
る
」

の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
、
ア
イ
デ

ア
次
第
で
様
々
な
作
品
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
手
芸
で
す
。
今
回
は

鳥
か
ご
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
イ
ン

テ
リ
ア
作
品
を
作
り
ま
す
。

㊐　
10
月
23
日
木　

　
　
午
前
10
時
～
正
午

場　
中
央
公
民
館
工
作
室

講
師　
日
本
ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト

協
会
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル
代
表

　
栗
原　
身
和
子
さ
ん

　
○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
ハ
ル
モ
ニ
ア
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

に
よ
る
演
奏

○
講
演
（
手
話
通
訳
あ
り
）

　
「
人
権
問
題
の
課
題
と
現
状

　
～
と
も
に
生
き
る
社
会
へ
の
道

し
る
べ
～
」　

講
師　
椎し

い
谷や

玲れ
い

香か

さ
ん（
弁
護
士
）

○
そ
の
他
物
品
販
売
も
あ
り
ま
す
。

料　
無
料

申　
不
要

※
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
の
保
育
を
希
望
す
る
場
合

は
10
月
31
日
金
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問　
越
生
町
総
務
課

　
　
ｔ
２
９
２

−
３
１
２
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
促
進
に
向

け
、
就
業
に
必
要
な
技
能
と
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

㊐　
11
月
26
日
水
～
27
日
木

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
坂
戸
市
文
化
施
設
オ
ル
モ

　
（
坂
戸
市
芦
山
町
１

−

２
）

対　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
講
座

料　
８
０
０
円
（
教
材
費
）

ひ
と
り
親
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

定　
20
人

※
応
募
多
数
の
際
は
、抽
選
で
す
。

申　
11
月
11
日
火
ま
で
に
「
第
３

回
パ
ソ
コ
ン
教
室
」、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
電
子
メ
ー

ル（info@
saiboren.or.jp

）

ま
た
は
往
復
は
が
き
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
必
着
）。

問　
〒
３
３
０−

０
０
７
４

　
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
５

−

６−

５　
埼
玉
県
浦
和
合
同
庁

舎
内
（
公
財
）
埼
玉
県
ひ
と
り

親
福
祉
連
合
会

　

ｔ
０
４
８

−

８
２
２

−

１
９
５
１

妊
婦
さ
ん
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
対
象

に
し
た
、
安
心
し
て
お
産
を
迎
え

る
た
め
の
教
室
で
す
。
新
し
い
お

友
だ
ち
を
作
る
機
会
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
、
す
て
き

な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

㊐　
11
月
８
日
土
、
11
日
火　

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

※
１
日
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
１
日
目
／
子
ど
も
と
の
生
活

が
始
ま
る
前
の
心
の
準
備
（
公

認
心
理
師
）、
沐も

く
浴よ

く
実
習

パ
パ
マ
マ
教
室
を

開
催
し
ま
す

　
２
日
目
／
出
産
後
の
手
続
き
案

内
、
妊
娠
中
の
栄

養
指
導
（
管
理
栄

養
士
）、
呼
吸
法

・
妊
婦
体
操
・
乳

房
管
理
（
助
産
師
）

対　

妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

（
１
人
で
の
参
加
も
可
）　　

　
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

動
き
や
す
い
服
装

申　
10
月
６
日
月
か
ら
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
電
話・Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
可
）。

問　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
母
子

保
健
係
ｔ
２
９
４
ー
１
８
０
０

企
画
展
「
あ
な
た
と
歩
ん

だ
毛
呂
山
町
　
そ
の
記
憶
」

現
在
の
毛
呂
山
町
が
昭
和
30
年

（
１
９
５
５
）
に
誕
生
し
て
か
ら

70
周
年
を
迎
え
、
昭
和
30
年
代
～

40
年
代
の
毛
呂
山
の
様
子
を
、
町

民
が
所
蔵
す
る
写
真
を
中
心
に
紹

介
し
ま
す
。

㊐　
10
月
18
日
土
～
令
和
８
年
３

月
15
日
日

場　
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
示
室

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
に
働
く
場
を
提
供
す
る
公
益

社
団
法
人
で
す
。
男
女
合
わ
せ
て

約
２
０
０
人
の
会
員
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
入
会
説
明
会
を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
は
10
日
金
午
後
１
時
30

分
か
ら
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
で
児
童
の
下
校
時
に
あ

わ
せ
各
学
校
の
通
学
路
を
パ
ト

豊
富
な
経
験
や
知
識
を
持
ち
、
地

域
で
の
環
境
保
全
活
動
や
環
境
学

習
の
指
導
お
よ
び
助
言
等
を
行
う

「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
応
募
資
格
、
応
募

詳
細
を
県
環
境
政
策
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
の

上
、
各
応
募
締
切
日

ま
で
に
県
環
境
政
策

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
埼
玉
県
環
境
部
環
境
政

策
課
ｔ
０
４
８

−

８
３
０

−

３

０
１
９

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
ゆ
ず
』
会
員
募
集

埼
玉
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
募
集

㊐　
10
月
26
日
日　

　
　
午
前
９
時
30
分
か
ら

場　
図
書
館
第
１
駐
車
場
・
館
内

※
雨
天
も
行
い
ま
す
。

　
・「
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
」
リ

サ
イ
ク
ル
本
を
無
料
で
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

・「
布
絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　
午
前
10
時
～
正
午

・「
青
空
お
は
な
し
会
」

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

・「
切
り
絵
郷
土
紙
芝
居
の
新
作

お
披
露
目
会
」

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

・「
図
書
館
探
検
ツ
ア
ー
」
普
段

は
非
公
開
の
閉
架
な
ど
を
館
長

が
ご
案
内
し
ま
す
。

　
①
午
前
10
時
30
分　
②
午
前
11

時
30
分　
③
午
後
１
時
30
分

定　
各
回
５
人
（
先
着
順
）

申　
不
要

問　
毛
呂
山
町
立
図
書
館

　
　
ｔ
２
９
５

−

１
０
１
５

料　
１
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

定　
12
人
（
先
着
順
）

　
持
ち
帰
り
用
紙
袋
、
は
さ
み

申　
10
月
６
日
月
か

ら
電
話
ま
た
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問　
中
央
公
民
館

　
　
ｔ
２
９
４

−

１
２
５
０

一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

試
験
受
付
中
。
そ
の
他
採
用
コ
ー

ス
お
よ
び
試
験
日
程

に
つ
い
て
は
埼
玉
地

本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
防
衛
省
自
衛
隊
入
間
地
域
事

務
所

　

ｔ
０
４−

２
９
２
３−

４
６
９
１

自
衛
官
採
用
試
験

第
25
回
坂
戸
よ
さ
こ
い

第
46
回
は
と
や
ま
祭

　
募
集

場　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所

対　
町
内
在
住
で
、
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

料　
年
会
費
３
６
０
０
円

問　
毛
呂
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
ｔ
２
９
４

−

７
２
２
２

『
第
11
回
図
書
館
祭
り
』

を
開
催
し
ま
す
！

ロ
ー
ル
し
ま
す
。

㊐　
月
曜
か
ら
金
曜
（
週
１
回
）　

午
後
２
時
～
４
時

申
・
問　
役
場
生
活
環
境
課
交
通

防
犯
係
ｔ

１
７
３

実
り
あ
る
秋
の
一
日
を
、
は
と
や

ま
祭
で
有
意
義
に
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
会
場
で
は
、
様
々
な
模

擬
店
や
、
町
⺠
団
体
に
よ
る
ス
テ

ー
ジ
発
表
な
ど
、
魅
⼒
あ
る
イ
ベ

ン
ト
が
満
載
で
す
。
は
ー
と
ん
も

登
場
し
ま
す
。

㊐　
11
月
３
日
月　
午
前
９
時
10

分
～
午
後
２
時
45
分

場　
鳩
山
町
中
央
公
民
館

問　
鳩
山
町
役
場
産
業
振
興
課
商

工
業
・
観
光
振
興
担
当

　

ｔ
２
９
６

−

５
８
９
５

㊐　
10
月
12
日
日　
午
前
10
時
～

午
後
７
時
30
分

場　
坂
戸
市
文
化
会
館
ふ
れ
あ
大

駐
車
場
及
び
周
辺
の
道
路
な
ど

※
詳
し
く
は
坂
戸
よ

さ
こ
い
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　
坂
戸
よ
さ
こ
い
実
行
委
員
会

事
務
局

　

ｔ
２
８
３

−
１
３
３
１
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情
報
交
換

第
22
回『
毛
呂
写
親
の
会
』

写
真
展

会
員
が
日
ご
ろ
撮
り
た
め
た
風
景

や
花
な
ど
の
写
真
を
展
示
し
ま

す
。
ご
ゆ
っ
く
り
ご
観
覧
く
だ
さ

い
（
無
料
）。

㊐　
10
月
13
日
月
～
15
日
水

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
15
日
水
は
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

場　
中
央
公
民
館
展
示
室

問　
毛
呂
写
親
の
会

　
　

ｔ
２
９
５

−

０
９
９
８
横
田

　
相
談

無
料
税
務
相
談
を

開
催
し
ま
す

公
益
社
団
法
人
川
越
法
人
会
毛
呂

山
地
区
会
な
ら
び
に
毛
呂
山
町
青

色
申
告
会
で
は
、
11
月
16
日
日
開

催
の
産
業
ま
つ
り
会
場
に
お
い

て
、
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

㊐　
11
月
16
日
日　

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
毛
呂
山
総
合
公
園

申
・
問　
法
人
会
・
青
色
申
告
会

担
当
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
当
日
受
付
も
可
能
で

す
（
事
前
申
込
み
優
先
）。

　

ｔ
２
９
４

−
１
５
４
５

埼
玉
県
で
は
、
介
護
の
お
仕
事
応

援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「SAITAM

A 
KAIG

O
 N

EXT

」を
開
設
し
、
就

業
支
援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
町
内
の
介
護
の
お

仕
事
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
相
談
会
は
、
地
元
の
複
数
の
介

護
事
業
所
が
集
ま
っ
て
担
当
者
と

直
接
相
談
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
情

報
収
集
や
求
職
活
動
の
一
環
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

介
護
業
界
未
経
験
者
、
資
格
が
な

い
人
、
家
庭
と
の
両
立
や
時
短
で

働
き
た
い
人
で
も
大
歓
迎
で
す
。

㊐　
10
月
29
日
水

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
鶴
ヶ
島
市
西
市
民
セ
ン
タ
ー

集
会
室
（
鶴
ヶ
島
市
新
町
４

−

17

−

８
）

問　
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
ラ
イ
フ
ケ

ア
（
事
業
委
託
元
：
埼
玉
県
福

祉
部
高
齢
者
福
祉
課
）

　
ｔ
０
１
２
０

−

１
２
１

−

７
６
７

「
離
乳
食
っ
て
、
何
か
ら
食
べ
さ

せ
れ
ば
い
い
の
？
」、「
な
か
な
か

食
べ
て
く
れ
な
い
」
そ
ん
な
育
児

の
悩
み
に
管
理
栄
養
士
が
お
答
え

し
ま
す
（
無
料
）。

㊐　
12
月
10
日
水　

育
児
・
離
乳
食
相
談

　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

※
受
付
時
間
は
午
後
１
時
30
分
か

ら
２
時
ま
で
で
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
育
児
相
談
、
身
体
測
定
、
離

乳
食
講
座
（
試
食
あ
り
）

対　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定　
10
人
（
先
着
順
）

講
師　
管
理
栄
養
士
、
保
健
師

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

申　
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
で
受
付
中

で
す
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
可
）。

問　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
ｔ
２
９
４

−

１
８
０
０

埼
玉
県
行
政
書
士
会
の
無

料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
で
は
、

10
月
を
「
行
政
書
士
制
度
広
報
月

間
」
と
し
、
相
談
活
動
や
広
報
活

動
を
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

㊐　
10
月
11
日
土

　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

場　
坂
戸
市
文
化
施
設
オ
ル
モ

申　
不
要

問　
埼
玉
県
行
政
書
士
会　
西
入

間
支
部
ｔ
２
９
８

−

５
８
１
８

　
募
集

基
本
構
想・基
本
計
画（
原
案
）

へ
の
ご
意
見
を
募
集
中

埼
玉
県
川
越
都
市
圏
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
レ
イ
ン
ボ
ー
協
議
会
）

で
は
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
17
年

度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第

４
次
埼
玉
県
川
越
都
市
圏
ま
ち
づ

く
り
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
度
、

計
画
の
原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

対　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
、
町
内
に
事
務
所
・
事
業
所

を
有
す
る
人
、
そ
の
他
原
案
に

関
し
て
利
害
関
係
を
有
す
る
人

公
表
場
所　
役
場
企
画
財
政
課
・

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ご
意
見
を
記
入
し
、
10
月
１
日

水
か
ら
31
日
金
ま
で
に
役
場
企

画
財
政
課
に
持
参
・
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
※
様
式
自
由

問　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
　
ｔ

３
２
２

介
護
の
お
仕
事
個
別
相
談
会
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毛
呂
山
町
内
で
写
真
を
愛
好
し
て

い
る
人
た
ち
の
親
睦
と
写
真
技
術

の
向
上
を
目
的
と
し
た
写
真
展
で

す
。
写
真
内
容
は
自
由
で
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の
作

品
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

㊐　
令
和
８
年
１
月
23
日
金
～
25

日
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
東
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

出
品
資
格　
町
内
在
住
、
在
勤
で

15
歳
以
上
、
ま
た
は
町
内
の
写

真
団
体
に
所
属
す
る
人

出
品
作
品　
カ
ラ
ー
、モ
ノ
ク
ロ
、

デ
ジ
タ
ル
作
品
で
、
大
き
さ
が

四
つ
切
以
上
全
紙
以
下
の
も
の

『
第
21
回
毛
呂
山
写
真
愛

好
者
作
品
展
』
作
品
募
集

出
品
数　
１
人
２
点
ま
で

料　
１
０
０
０
円

応
募
方
法　

12
月
５
日
金
ま
で

に
、
中
央
・
東
公
民
館
に
設
置

し
て
あ
る
開
催
要
項
に
付
い
て

い
る
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
申
込
書
入
れ
箱
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ｔ
２
９
４−

５
１
２
１
大
谷
木

施
設
利
用
者
と
地
域
の
皆
さ
ん
で

祭
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
盛
り

沢
山
の
企
画
を
準
備
し
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
（
駐
車
場
あ
り
）。

㊐　
11
月
１
日
土　

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ふ
れ
あ
い
の
里
・
ど
ん
ぐ
り

　
模
擬
店
、
舞
台
発
表
、
ゲ
ー

ム
な
ど

料　
入
場
無
料

問　
ｔ
２
９
５

−

９
３
２
１

毛呂山町保健センター
（川角305番地１）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センター
からのお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

が
ん
患
者
さ
ん
の
治
療
と
仕
事
の

両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
複
数
の

専
門
職
に
よ
る
無
料
の
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

㊐　
月
２
回
開
催（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
）

　
午
後
６
時
15
分
～
８
時
15
分

場　
電
話
相
談
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談

対　
県
内
在
住
・
在
勤
の
就
労
中

が
ん
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

「
野
菜
を
も
っ
と
食
べ
た
い
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
そ
ん
な

お
悩
み
に
お
応
え
す
る
、
お
い
し

く
て
野
菜
た
っ
ぷ
り
な
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。簡
単
に
作
れ
て
、

１
日
に
必
要
な
野
菜（
３
５
０
ｇ
）

の
約
３
分
の
２
に
あ
た
る
約
２
４

０
ｇ
の
野
菜
を
１
食
で
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
は
じ
め
て
の
人
で

も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

野
菜
た
っ
ぷ
り
！　
健
康

ご
は
ん
教
室
の
ご
案
内

の
が
ん
患
者
の
人

（
休
職
中
も
含
む
）

申　
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
県
疾
病
対
策
課

　
　
ｔ
０
４
８

−

８
３
０

−

３
６
５
１

毛
呂
山
美
術
協
会
展

㊐　
10
月
10
日
金
～
12
日
日　

　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
10
日
金
は
午
後
１
時
か
ら
、
12

日
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

場　
中
央
公
民
館
１
階
展
示
室

料　
無
料

問　
毛
呂
山
美
術
協
会

　
　

ｔ
２
９
４

−

６
５
２
９
古
賀

第
６
回
合
同
講
演
会

『
障
害
者
と
と
も
に
生
き
る
』

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
イ
ム
マ
イ
ム
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
ず
り
葉
の
会
合
同
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
福
祉
の
街

「
毛
呂
山
」
へ
の
想
い
を
障
害
者

の
立
場
で
後
方
か
ら
支
援
し
て
こ

ら
れ
た
講
師
の
お
話
で
す
。

㊐　
11
月
29
日
土

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
（
開
場
は
午
後
１
時
か
ら
）

場　
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
第
８・
９

会
議
室

講
師　
社
会
福
祉
法
人
育
心
会
名

誉
理
事
長　
丸
木　
憲
雄
さ
ん

料　
無
料

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
イ
ム
マ
イ
ム

　

ｔ
０
９
０

−

７
４
２
４

−

７
３

４
０
中
島

す
。
※
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人

は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

㊐　
11
月
13
日
木　

午
前
10
時
～

正
午

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
町
内
在
住
の
人

講
師　
管
理
栄
養
士

定　

20
人
（
先
着
順
）

料　

無
料

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申　
10
月
31
日
金
ま
で
に
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
電
話
可
）。

ど
ん
ぐ
り
ま
つ
り
２
０
２
５
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両
方
の
検
診
を
受
け
て
も
１
時
間

以
内
で
終
了
し
ま
す
。
小
さ
な
お

子
さ
ん
の
い
る
人
に
は
無
料
の
保

育
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
11
月
２１
日
金
、
２２
日
土

※
時
間
は
予
約
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
町
内
在
住
の
女
性

　
乳
が
ん
検
診
／
40
歳
以
上

　
子
宮
頸け

い
が
ん
検
診
／
20
歳
以
上

※
ど
ち
ら
も
令
和
７
年
度
中
に
当

該
年
齢
に
な
る
人
を
含
み
ま
す
。

※
２
年
に
１
回
の
検
診
で
す
。
令

和
６
年
度
に
受
診
さ
れ
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

後
６
週
以
内
の
人
は
、リ
ン
パ
が

腫
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
そ
の
期
間
を
避
け
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

定　
各
日
１
２
０
人
（
先
着
順
）

料　
乳
が
ん
検
診
／
６
０
０
円

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
／
５
０
０
円

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
お
よ
び
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
は
ク
ー
ポ

ン
券
を
、
生
活
保
護
受
給
者
は
受

給
者
証
を
、
当
日
持
参
し
て
く
だ

乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
検
診

さ
い
。

申　
10
月
10
日
金
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
可
）。

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診（
便
潜せ

ん
血け

つ
検
査
）を
実
施
し
ま
す
。

㊐　
11
月
19
日
水　

午
前
中

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
町
内
在
住
の
人

　
胃
が
ん
／
50
歳
以
上
の
人
で
、

令
和
６
年
４
月
以
降
に
胃
が
ん

検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

　
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
／
40
歳
以

上
の
人

※
ど
ち
ら
も
令
和
７
年
度
中
に
当

該
年
齢
に
な
る
人
を
含
み
ま
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
単
独
の
受
診
は

で
き
ま
せ
ん
。

定　

各
日
１
２
０
人
（
先
着
順
）

料　

胃
が
ん
／
６
０
０
円
、
肺
が

ん
／
２
０
０
円
、
大
腸
が
ん
／

５
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で

す
。
申
込
み
時
に
お
申
し
出
の
う

え
、
当
日
受
給
者
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
に
は
事
前
に
問
診
票
を

送
付
し
ま
す
。
受
診
当
日
は
記
入

し
た
上
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
・
肺
が
ん
（
肺
結

核
）・
大
腸
が
ん
検
診

申　
10
月
７
日
火
か
ら
17
日
金
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
可
）。

毎
年
、
10
月
は
厚
生
労
働
省
が
定

め
た
「
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
に

向
け
た
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月

間
」
で
す
。
国
と
地
方
自
治
体
が

連
携
し
、
国
民
の
が
ん
検
診
へ
の

理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
啓

発
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
埼
玉

県
の
死
因
の
第
１
位
は
が
ん
で
あ

り
、
４
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
初

期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
な
い

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
進
行

し
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
は
治ち

癒ゆ

率
が
大
き
く
下
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
早
期
発
見
し
適
切

な
治
療
を
受
け
れ
ば
治
る
確
率
の

高
い
病
気
で
す
。
町
で
は
、
早
期

発
見
を
目
的
と
し
た
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

10
月
は
『
が
ん
月
間
』
で
す

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

悩
み
や
不
安
な
気
持
ち
を
ひ
と
り

で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

公
認
心
理
師
に
話
す
こ
と
で
状
況

が
改
善
し
た
り
、
解
決
策
が
見
つ

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
無
料
）。

㊐　
11
月
12
日
水

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
悩

み
が
あ
る
人
、
そ
の
家
族

定　
３
組
（
先
着
順
）

申　
10
月
７
日
火
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
付
ま
す（
電
話
可
）。

※
受
付
時
に
相
談
内
容
を
確
認
し

ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

㊐　
11
月
18
日
火　

午
前
中

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
前
腕
の
橈と

う
骨こ

つ
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
お
よ
び
指
導

対　
町
内
在
住
で
、
令
和
７
年
４

月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日

ま
で
に
40
・
45
・
50
・
55
・

60
・
65
・
70
歳
に
な
る
女
性

定　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

料　

無
料

※
妊
娠
中
や
そ
の
可
能
性
の
あ
る

人
、
す
で
に
骨
粗
し
ょ
う
症
と
診

断
さ
れ
、
治
療
中
の
人
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

申　
10
月
14
日
火
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
可
）。

ご
自
宅
で
便
を
採
取
し
て
郵
送
す

る
だ
け
で
、
血
が
混
じ
っ
て
い
な

い
か
を
確
認
で
き
る
簡
単
な
検
診

で
す
。

容
器
の
配
布　
10
月
24
日
金
～
10

月
31
日
金（
土・日・祝
日
を
除
く
）

対　
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

で
、
令
和
７
年
度
に
ま
だ
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

※
令
和
７
年
度
中
に
40
歳
に
な
る

人
を
含
み
ま
す
。

　
便
潜せ

ん
血け

つ
２
日
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
料
金
を

払
い
、
容
器
を
受
け
取
る

②
容
器
に
便
を
採
る（
２
日
間
分
）

③
提
出
用
封
筒
に
容
器
を
入
れ
、

郵
送
す
る
（
郵
便
料
金
不
要
）

料　

５
０
０
円

申　
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
越

し
く
だ
さ
い
（
予
約
不
要
）。

※
容
器
の
受
け
取
り
は
代
理
の
人

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
お
よ
び
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
は
ク
ー
ポ

ン
券
を
、
生
活
保
護
受
給
者
は
受

給
者
証
を
、
申
込
み
時
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 10/14（火）、10/27（月）

11/11（火）、11/25（火） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 10/15（水）、11/19（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

人権・行政相談 10/９（木）、11/13（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
10/２（木） 10:00～11 :00 役場1階町民ホール

保健センターｔ294−5511
11/５（水） 10:00～11 :00 保健センター

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511

子育て相談 平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00 子育て支援センター

（必要に応じて変更可能）
こども家庭センターｔ294−1800

育児ほっと相談室 10/15（水）、11/12（水） 10 :00～11 :00 子育て支援センター
もろっこ（元子育て支援室）

もの忘れ相談会 毎月第３木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 平日  8:30～17 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601

消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00
※最終受付　14 :40まで 役場相談室 役場産業振興課

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

江戸時代の旅いろ
いろ

歴史散歩
第376回

　

今
年
も
厳
し
か
っ
た
夏
を
越
え
、
10
月
か
ら
11

月
に
な
る
と
、
各
地
の
行
楽
地
は
秋
の
賑に
ぎ

わ
い
を

見
せ
ま
す
。
現
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
っ
て
、
旅
先
の
情
報
や
宿
泊
先
、
旅
券
の
手

配
も
ス
ム
ー
ズ
で
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
旅

を
楽
し
み
た
い
と
い
う
欲
求
は
、
い
つ
の
時
代
も

変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
江
戸
時
代
の
人
々
も

農の
う

閑か
ん

期き

を
利
用
し
て
、
旅
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
と
く
に
庶
民
の
旅
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
の
が
、
富
士
山
や
大お
お

山や
ま

、
戸と

隠
が
く
し

山や
ま

な
ど

霊れ
い

峰ほ
う

の
登と

拝は
い

、
伊
勢
神
宮
の
「
伊い

勢せ

参ま
い

り
」、
坂

東
・
西
国
・
秩
父
百
番
や
四
国
八
十
八
ヶ
所
で
知

ら
れ
る
霊れ
い

場
じ
ょ
う

巡
じ
ゅ
ん

礼れ
い

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

霊
峰
を
対
象
に
し
た
山
岳
信
仰
や「
伊
勢
参
り
」

で
は
、「
講こ
う

」
と
呼
ば
れ
る
共
同
組
織
を
作
り
、

講
員
の
代
表
が
参
拝
を
行
う
代
参
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
講
員
が
参
拝
記
念
碑
を
建
て
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

小
田
谷
の
石せ
き

尊そ
ん

山さ
ん

の
上
に
、
江
戸
時
代
の
万ま

ん

延え
ん

元
年
（
１
８
６
０
）
庚

か
の
え

申さ
る

の
年
に
講
員
に
よ
っ
て

立
て
ら
れ
「
冨ふ

士じ

仙せ
ん

元げ
ん

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

」
と
刻
む
富
士
講

碑
が
あ
り
ま
す
。
石
碑
の
建
立
に
は
、
当
時
の
小

石尊山の「富士講碑」

田
谷
村
を
発
起
人
と
し
て
、
川
角
村
を
は
じ
め
と

す
る
11
の
村
と
地
区
が
世
話
人
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
高
萩
村
（
現
日
高
市
）、
的
場
村
、

小
堤
村
、鯨
井
村
（
以
上
現
川
越
市
）、広
野
村
（
現

嵐
山
町
）、
上
野
村
（
現
越
生
町
）
の
講
員
を
加

え
た
大
々
的
な
事
業
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

万
延
元
年
庚
申
の
年
は
、
富
士
山
信
仰
に
と
っ
て

特
別
お
め
で
た
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
富
士
山

が
出
現
し
た
の
は
、
紀
元
前
３
０
１
年
庚
申
の
年

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
庚
申
の
年
は
60
年
に
一
度
の

御ご

縁え
ん

年ね
ん

と
呼
ば
れ
、
こ
の
年
に
富
士
登
拝
を
一
度

行
え
ば
、
33
回
分
の
御ご

利り

益や
く

が
あ
る
と
さ
れ
、
富

士
登
山
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

霊
場
巡
り
の
旅
も
人
気
で
、
町
内
に
は
、
満ま
ん

願が
ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

を
果
た
し
た
人
々
の
巡

じ
ゅ
ん

拝ぱ
い

塔と
う

が
残
っ
て
い

ま
す
。
長
期
間
の
旅
が
難
し
い
人
々
の
た
め
に
、

高
麗
比
企
入
間
横
見
四
郡
の
寺
院
で
四
国
霊
場
札

所
の
写
し
を
設
け
、
町
内
で
は
、
行
ぎ
ょ
う

蔵ぞ
う

寺じ

（
滝
ノ

入
）、
宝ほ
う

福ふ
く

寺じ

（
大
谷
木
）、
延え

ん

命め
い

寺じ

（
下
川
原
）、

南な
ん

蔵ぞ
う

寺じ

（
廃
寺
・
川
角
）、山や

ま

本も
と

坊ぼ
う

（
廃
寺
・
西
戸
）

が
加
わ
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
大だ
い

薬や
く

寺じ
（
大
類
）、

智ち

福ふ
く

寺じ

（
西
大
久
保
）
が
札
所
と
な
る
中な

か

武む
さ
し蔵
七し

ち

十じ
ゅ
う
に二

薬や
く

師し

霊
場
が
あ
り
、
時
間
と
金
銭
的
な
制
約

の
中
で
功く

徳ど
く

を
得
る
旅
を
行
い
ま
し
た
。
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毛呂山町立図書館☎295−1015

午前９時30分～午後７時　土・日曜日、祝日は午後５時30分まで
図書・雑誌など ▼ 10点まで／３週間
CD・DVDなど ▼ ５点まで／２週間

今月の ススオ メの一冊

『こども六法』

イベント 日時 内容 備考

おはなしポッケ 10月４日（土）・19日（日）
午前10時30分～11時

絵本の読み聞かせ、紙芝居、わ
らべうたなど 対象／０歳から３歳（大人もどうぞ！）

子ども映画会 10月11日（土）
午後２時～３時10分

『すみっコぐらし～とびだす絵
本とひみつのコ～』 定員／50人（先着順）

大人映画会 10月11日（土）
午前10時～午後０時５分 『ザリガニの鳴くところ』 定員／50人（先着順）

正派邦楽会 唯理の会
演奏会

10月13日（月・祝）
午後１時30分～２時30分

箏、三味線による合奏曲、独奏
曲を演奏 定員／50人（先着順）

『第一回「毛呂山町の古墳
を概観する」』

10月19日（日）
午後２時～４時

毛呂山町の古墳群を紐解きます。
講師／村木 功 さん

定員／50人（先着順）
10月４日（土）午前９時30分より申込み

古典文学講座
「源氏物語」を読む 第１回

10月24日（金）
午前10時〜正午

「源氏物語」の世界を紐解きます。
講師／内野 信子 さん

定員／50人　持ち物／筆記用具
10月10日（金）午前９時30分より申込み

『星空を観察しよう』
～季節の星座・月～

10月24日（金）
午後５時～７時

天体望遠鏡で星や月などを観察
講師／小峯 泰二 さん

※天候により中止の可能性があります。
※お車は第２駐車場をご利用ください。

『われわれは宇宙をどのよ
うに見てきたか～ガリレオ
やニュートンの見た空～』

10月25日（土）
午前10時～正午

彼らの見た星空を実験を取り入
れながらご紹介していきます。
講師／利根川 滋彦 さん

定員／50人（先着順）
10月４日（土）午前９時30分より申込み

『おはなしのクレヨン』
～図書館祭り！青空おはなし会～

10月26日（日）
午前10時～10時30分

エプロンシアター『わらってよカバの
はいしゃさん』、絵本の読みきかせ、ほか

対象／３歳～小学生（大人もどうぞ！）
※小さなお子さんは保護者同伴。

場 図書館　　料 無料　　申 不要

　著　 ▼ 山崎　聡一郎
　絵　 ▼ 伊藤　ハムスター
出版　 ▼ 弘文堂

この本は、たくさんある法律の中で、子ど
もにも関係のある、知っておいたほうがよ
い法律が掲載されています。この本の使い
方は自由なので、熟読するもよし、パラパ
ラと目を通しておもしろいと思った部分を
じっくり読むもよし、普段の生活で「これ
って法律的にはどうなんだろう？」と思っ
たときに調べてみるのもよし、です。

小学生事業「やってみよう」
㊐ 10月11日（土）午後１時30分～
対 小学生　 ドロケイ　定 20人
申 10月４日（土）午前９時30分から児童館で受付（電話可）

児童館☎295−4111

小学生事業「作ってみよう」
㊐ 10月25日（土）午後１時30分～
対 小学４～６年生　 アクアビーズ　定 10人
申 10月18日（土）午前９時30分から児童館で受付（電話可）

こども家庭センターはぐくみ☎294−1800

２歳児歯科検診　※対象者には通知を発送します。
㊐ 11月27日（木）午前９時30分～
対 令和５年４月生まれ～６月生まれ

◀毛呂山みどり保育園
　予定表

もろっこ・ゆずっこ▶
イベントカレンダー

子育て支援センターもろっこ☎294−1800
週５日開設になり、おもちゃが増えました♪
場 こども家庭センター内（保健センター２階）
㊐ 午前９時30分〜正午、午後１時～４時

毛呂山みどり保育園子育て支援センター☎294−1115
持参したお弁当を食べられます♪
場 毛呂山みどり保育園２階
㊐ 午前10時〜午後３時
　（午前11時30分～午後12時30分はランチタイム）

子育て支援センターゆずっこ☎294−4820
広い室内・園庭で遊べます♪
場 ゆずの里保育園内
㊐ 午前９時〜正午、午後１時～４時

▲もろっこの様子

▼ゆずっこの様子

▲毛呂山みどり保育園の様子

22２０２５．１０



10～11月の在宅当番医（午前9時～正午）

日にち 医療機関名 所在地 電話
10月13日（月・祝） おっぺ小児科・アレルギー科クリニック 若山1-8-7 ｔ295−5550

11月３日（月・祝） 柴﨑皮膚科医院 中央4-19-12 ｔ295−6628

11月23日（日・祝） くぼた耳鼻咽喉科クリニック 越生町越生東2-7-9 ｔ277−7834
11月24日（月・振替）ハピネス会川角クリニック 下川原171 ｔ295−3959

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷38）ｔ276−1465では、救急部が曜日・祝日を問わず
救急患者を受け入れています。
※西入間広域消防組合『救急相談ダイヤルｔ2

きゅうきゅうはなして
95−9987』では、曜日・時間を問わず、

緊急時の対処法・救急車の必要性・医療機関の紹介などの相談を行っています。

12平成30（2018）年
行事カレンダー

 

日 月 火 水 木 金 土
１
土曜開庁
おはなしポッケ

２ ３ 文化の日 ４ ５ ６ ７ ８
トレーニング機器説

明会
・秋の流鏑馬 幼児教室

４か月児健診
12月分体育施設調

整会議
成人健康相談
10か月児健診

１歳６か月児健診 大人映画会
子ども映画会
小学生事業〔運動〕
パパママ教室

・出雲伊波比神社本殿 
特別公開

９ 10 11 12 13 14 15
トレーニング機器説

明会
３歳児健診 おはなしポッケ

パパママ教室
こころの健康相談
トレーニング機器説

明会
育児ほっと相談室

・県民の日
（学校閉庁日）

トランポリン
産業まつり

16 17 18 19 20 21 22
産業まつり 骨密度検診 胃がん・肺がん・大

腸がん検診
もの忘れ相談会
オレンジカフェ

乳がん・子宮頸がん
検診

おはなし会
乳がん・子宮頸がん

検診
鎌倉街道ミニシンポ

ジウム

23 勤労感謝の日 24 振替休日 25 26 27 28 29
・ゆずの里健幸ウォーク

トレーニング機器説明会
トレーニング機器説

明会
２歳児歯科健診

・ 町 税・ 保 険 料11月
分口座振替日

星空観察
古典文学講座

児童館まつり

30
ペタンク大会
トレーニング機器説明会

11月
2025年
行事カレンダー

図書館　 児童館　 町内体育施設　 歴史民俗資料館　中中央公民館　 東公民館
そのほかの施設は、原則土・日曜日および祝日休業休館記号

役場　 保健センター　 中央公民館　 東公民館　 ウィズもろやま
歴史民俗資料館　 児童館　 図書館　 総合公園　 消防署　 大類グラウンド場所記号

は、自治会
をとおして全戸に配布するほか、
町内の公共施設・駅・一部のコ
ンビニに配架しています。次号、
令和７年11月号は、10月31日

（金）に自治会へお届けします。
広報の感想・意見・情報提供は、
役場秘書広報課広報広聴係へご
連絡ください。
〒350-0493毛呂山町中央2-1

hisyo@town.moroyama.lg.jp
ｔ049（295）2112 332
ｆ049（295）0771
朗読ボランティア「花あかり」
の皆さんのご協力により、「声
の広報もろやま」を発行してい
ます。詳しくは役場秘書広報課
ｔ 332へご連絡ください。

町のAED（自動体外式除細動器）設置場所を確認

http://www.ipos-map.jp/aedsm/menu.aspx

現在位置からAED設置場所
を検索できます。（GPS機能
を有効にしてください。）

町の情報館

防災行政無線の放送を確認
町の防災行政無線の放送内容を確認でき
るサービスです。

※西入間広域消防組合が遠隔操作により
放送する火災情報や、毎日放送する定時
放送には対応していません。

登録した人に放送内容を
配信します。

放送内容を音声で確認できます。

メールで配信

電話で確認

ｔ0800（800）1165

町のSNS
毛呂山町公式

@moroyama_town

毛呂山町公式
YouTube

毛呂山町公式

Instagram

毛呂山町公式
（旧Twitter）

@moroyama_town
X

夏の暑さに負けて家にこもりが
ちだった今日この頃。耳をすま
せばツクツクボウシの鳴き声
が…。「長かった夏も終わりだ
なぁ」となんだか切なく感じま
した。
秋はイベントが盛りだくさん！
カメラ片手にたくさん外に出て
みようと思います！（豊田）

23 ２０２５．１０
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　　 　 スポGOMI 大会
令和７年度

in 毛呂山

従来型のごみ拾いに「スポーツ」のエッセンスを加え、
今までの社会奉仕活動を「競技」へと変換させた日本発
祥の全く新しいスポーツ。2008年から現在まで日本各
地で開催されています。
スポーツ感覚でごみ拾いを楽しみながら、一緒に毛呂山
町をキレイにしよう！

11月1日（土）小雨
決行

午前９時30分～正午
集合受付 午前９時～９時30分
▼集合場所：保健センター駐車場
※お車でお越しの方は保健センター駐車場に停めてください。

【主催】毛呂山町　　【運営協力】一般財団法人 日本財団スポGOMI連盟
【協賛】（有）稲垣精肉店、SMOKE FACTORY TANSY、SWEET POTATO MASTER、（有）近江屋支店、lien、武蔵野ガス（株）

WEB申込：二次元コードよりお申し込みください。　電話申込：生活環境課環境係☎295-2112 172

毛呂山町に在住、在学または在勤の方で、１チーム２人～５人でお申し込みください。
中学生以下の場合は、各チーム最低１人以上は保護者等が参加してください。
◎参加された皆さんには参加賞、上位入賞チームには賞品があります。
◎当日は動きやすい服装・運動靴でご参加ください。
◎ごみ拾い用のごみ袋・軍手・トングは事務局で用意します。
◎小雨決行ですが、悪天候の場合は中止します。
　中止の判断は当日午前６時に行い、各代表者へご連絡します。

１チーム２～５人

制限時間60分

エリア内のごみを
見つけて拾おう！

ごみの種類と量で
ポイントを算出

目指せ優勝！

スポGOMIとは

スポGOMIの流れ

チームの合計ポイント
を競います。
チーム人数が多いほど
有利になるよ！

参加申込み方法

参加資格

先着100人まで

問合せ 毛呂山町役場 生活環境課 環境係
☎295ｰ2112　ｆ295ｰ0771　 seikatsu@town.moroyama.lg.jp

参加無料
（先着100人）

応募
締切10/24（金）

参加チーム
大募集！
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